	超シンプルな「成功への7つのキーワード」


セミナーや講演をとおしてこの成功法を提唱し、人にも伝えているのは河合　利章さん。

ちょっとネットで調べてもスゴイ人だということがわかりました。

貧しい家庭の出身。小学校２年生のときから家計を助けるため登校前に納豆売りの行商をし、４年生のときから同級生３名を下請けにして商いを拡大、彼ら３人から「社長」と呼ばれる。

19才で鉄工所を設立。そのとき独自に開発した製品のセールス記録は今も日本一。
仕事は　技術／宇宙（分母は宇宙）であるという。

経営手腕は人並みはずれて優れ、先見性を持った土地と株の投資で、巨万の富を築き（例えばまだ無名に近かったビルゲイツのことを知るや彼を訪ね、マイクロソフトに投資）。
美術コレクションを通じて松下幸之助、本田宗一郎と親しくなる。

現在日本一の美術コレクター。世界４０数カ国で河合美術コレクション展を開催し多くの国から名誉市民賞を受ける。

　詳しくは「成功するには訳がある」ほかHPへ　http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/sonota/succece-story.htm
そんな彼がなぜ日本一の美術コレクターとなり、アラブの石油王と争ってまでゴッホの絵を買ったのか？

なんと、15歳の修学旅行で京都美術館を訪ねた時、
徳川家康の御用絵師として活躍した狩野探幽の作品に惹かれ、将来お金持ちになって、このような絵を所有すると決心した　という。もちろん、ただただ絵を所有したいという「欲」で終わる決心ではありませんでした。
どうやら、以下の7つのキーワードは彼が人生をとおして身をもって実践してきた成功哲学そのもののようです。

僭越ですが、この河合さんのいう成功法をヒントにほんの少しだけ私流にアレンジさせていただきました。

成功とは　　
今の暮らしに感謝でき、
さらに健康で、物心共に豊かで、愛に満ちた暮らしができることに幸せを感じ、

自分らしい目標や夢をもち、

自分を活かしてそれらを実現して、さらに楽しく幸せに暮らし、いっそう家族や人を幸せにして､

生涯現役で人生の幕を閉じること。

それには、
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　１．感謝
　２．感動
　３．感激
　４．素直
　５．ありがとう
ツイてる、ツイてる。

　６．プラス思考
　７．願文を書き、音読する。

どんなことにも感謝をし、感動、感激できる人間にはツキがどんどんくる。
また、ツキは受け止めてくれる人間に集まるので、素直であることが大切。
ありがとう、という言葉には「ものすごい言霊パワー」がある。
自分は（○○になりたい）と思うのではなく、
すでに（○○になりました。ありがとうございました）と
イメージを潜在意識下に落とし込むとよい。
願文（がんぶん）とは

願い事を筆で書き、寝る前に必ずそれを読み、イメージすると、願いがかなう。

「願」と「欲望」とは根本的に違う。

わずかなお賽銭をあげ､それも年1回の初詣ぐらいで、「家内安全、商売繁盛、…」こういうのは個人的・私的な欲望である｡
○核戦争など絶対に起こりませんように！○世の中がどうか平和でありますように！○…自然が人間の作る公害でこれ以上汚れませんように！　などと念じたとき、それを「願」という。どんな小さな「願」でも心ひそかに持ちつづけていると、顔がよくなり、眼の色が深く澄んでくる。
ひとりひとり自分に合った「願」を持ちましょう。そして、「一隅を照らす」人間になりたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年　秋　彼岸の中日　相田　みつを
　　　　　夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　
心のありかた　⇒　自分が変わる





知多クリック内　� HYPERLINK "http://www.chitac.com/" ��http://www.chitac.com/�　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.7.18





言葉のパワー(言霊)　⇒　さらに自分を変え人を変える魔法の言葉





よい夢の種が浮かぶ ⇒ 夢を｢明確｣にする ⇒ 夢が実現する








